
 1

  
[ 2006/10/01 (日) 08:05 ] 
˂ はれ 微食七日目 武生菊人形開幕 

武生菊人形が開幕したようだ。地元におりながらここ何年かは訪れたことはな

い、、、。近所の菊造り愛好家の方が菊を展示なされておられるが、拝見したこと

あるけれど非常にきれいですね。 

 

 

 

昨日お昼は食べたけれど夕食時には何も食べず一食だった。それもほんの一口。 

お昼に猛烈に腹が減ってきて、我慢が出来なくなってきたので、玄米を湯飲み茶

碗一杯ぐらいと味噌汁をよく噛んで食べた。しかしこの後夕方になってまたもの

すごく腹の中が真空になったような感じで食いたくなった。理性では押さえ切れ

なかった。 

 

 

お父さん不食でなかったんけぇ～、、！ 

ん、、、！！！  

今日は二食食べる、、、(汗 

 

と次女や妻からイヤミをいわれた。 

体重が１ｋｇ増えた、、、(涙 

 

山田鷹夫氏の不食の本を拝読すると、玄米食はあまりされてないようだ、、、。水分の多いジュースとかお

茶・珈琲、野菜・果物などの菜食が多いように思った。このことを考えると、極端に食事の量が減ると体

は自分の贅肉などの皮下脂肪を消化し始めることになる。つまり自分で自分の肉を食べる「肉食」となる

のでないか、、、？マクロビでは、玄米などの穀類をしっかりとって副食はなるべく少なくといわれている

が、玄米ではきつ過ぎる。不食開始したときには、穀類などはほとんど食べず、お茶や珈琲などまた漬物

などの水気の多いものばかりだったし、そのときのほうが調子がよかった。楽に出来たようだ、、。 

 

今回の経験から、玄米食べるにしても、おかゆのような状態にした方がいいように思った、、、、。 
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[ 2006/10/02 (月) 08:13 ] 
˂ あめ 微食八日目 よなよの黄化 

今日もなだらかに微食をはじめよう。人は食わなくても

生きていける、食べてもいいが食べなくてもいいという

境地に立ってみたい。ゆっくりいこう、、。 

 

よなよの畑を見に行ったら、葉っぱが黄色くなり始めて

いた。もうすぐ落葉期を向かえ刈り取りが始る。左の大

豆は晩生の大豆なのでまだ葉っぱが青々としていた、、、。 

 

 

東京のＮ社からお歳暮のパンフに載せる原稿の締め切り日。ワードで下書きし添削していただいて、自筆

の原稿を提出しなければならなかった。文章は京都のＵ社の社長様に推敲していただいたのでよくなった

が、困ったのは自筆で書かなければならなかったことだ。 

ボールペンで書いていったが、途中字を間違うともう一度はじめから書き直さなければならなかった。結

局下手な字で一日かかった。 

 

 

夜は Oさんと Tさんの勧めで、説明会に参加。会場に着くまで内容を知らされていなかったので、期待と

なんだろうと好奇心で一杯だった。中に入ってピーンと分かったのだが、マルチ商法という物と直感。水

の機械のすばらしさの説明を聞いた。説明とおりだとすばらしいものと思った。 

いかに月に五百六百と収入を得られるとして、本業以外にパワーを費やす考えはないので断った。マルチ

商法というのは商品力と人間の財に対する欲望とをうまく組み合わせた強力な販売方法のように思え

た、、、、。 
 
 
 
[ 2006/10/03 (火) 07:08 ] 
˂ くもり 微食九日目 FITネット商談会 

朝体重を量ってみたら始めた頃から 2kg減量していた。 

 

人は食べなくても生きていけるということが事実ならば、

食糧も今の半分とか三分の一でいいことになるので、食

料問題も解決することになる。お百姓さんも沢山米を作

る必要もないし、メーカーや問屋・小売店も食品が売れ
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なくなる。 

病気にもならないというのだから、国の医療費負担もなくなる。医師は失業するし病院も製薬会社も廃業

となる。そして正食協会もいらなくなる、、、。 

考えてみると産業革命と同じくらいの世の中の変革をもたらすことになる。これが本当かどうか自分の体

で行ってみるつもりだ、、、。 

 

サンドーム福井で第二回「FITネット商談会」が開かれた。FITって何の略と福井銀行の営業の Iさんに

聞いたら、福井・石川・富山の略だそうだ、、、。福井銀行、石川の北國銀行、富山の富山第一銀行の顧客が

集まって商談会を開いた。600小間のブースと 1600件の商談が行われた。弊社も 8社さまとご商談をさせ

ていただいた。ちょっと手に入らないいいものをというネット通販関係のご商談が多かった。 

 

D社の専務様との商談で「同じ位置でずーっとおられることは、こだわっておられるのですね」といわれ

て、ハッとした。自分としてはこだわっているとは思ってもいなくて、普通の事と思っていたのだが他人

の目からはそう見られているのかなぁと思った。 

確かに変えていかなければならないことと、断じて変えてはならないこととあると思うけれど、後者の方

をみていわれたのだろう。 

 

ブースでは富山の粉砕技術 P社の物質を細かく粉に出来る技術を知った。大豆でも米でも麹でも小麦粉の

ように粉に出来るようだ。麹を粉にして小麦粉と混ぜてパンを焼いたらどのようなパンができるのか気に

なった。、、、、。 
 
2006/10/04 (水) 04:39 ] 
˂ はれ 微食十日目 

人は食べなくても生きていけるというこの言葉を知って、

不食の前段階の微食を始めてから今日で十日となった。

毎朝体重を量っている。昨日はじめたときより瞬間的に

３ｋｇ減ったが夕食を食べお茶・珈琲などを飲んだらま

た昨日と同じになった。 

 

妻や子供に不食の話をすると、なんか宗教くさくていや

だとか、あんたアホやと非難されているが、不食意識人

口が 2009年には 900万人ぐらいになるだろうと山田鷹夫氏が言っている。そのときに世の中は少し変わ

りだすのかもしれない。 

 

天動説のさなか、それでも地球は回っていると地動説を唱えたガリレオでしたっけ、きちがいと人々から

言われたそうだが、新しいことはなかなか受け入れないものだと思う。 
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別に世の中や他人のことは深く関与しないでおこうと思うが、自分としては納得の行くまでやってみるつ

もりだ、、、。大体肉体的成長が止まるという二十歳ぐらいの体重がその人の適正体重と聞いている。私の場

合あと１３ｋｇほど痩せなければならないことになる。このあたりまで実行してみるつもりだ。 

 

昨日の FITネット商談会でビジネスマンが沢山集まっていたが、「ぽんぽこ狸」のようなおなかをしていた

方が結構いた。わたしもその一人だが、、。体調がいいので続けていく。 

 

 

よなよの畑の隣にそばの白い花がきれいに咲いていた。毎年見る光景だが今年もそばの花が咲く季節にな

ったのかと思うと、もうすぐ冬がやってくるんだな、、、、。 

一年も早いものだ、、、、、。 

（画像をクリックすると大きくなります） 
 
[ 2006/10/05 (木) 06:40 
˂ くもり小雨 微食 11日目 次男の就職が内定 

人は食べなくても生きていけるといった山田鷹夫氏の発

言は非常識なことだったが、船井幸雄氏と甲田光男氏は

なるほどと聞いてくれたそうだ、、、。 

 

一日一食の生活には慣れてきたが、夕食を普通とおり食

べると次の日がえらい、、、。普通の方の半分ぐらいが適量

と思えた。 

 

 

北の蔵の横に植えてあった栗の木に、大きないががついていた。何年か前に父親が植えたものだが、今年

になって結構大きい三つほどの実がなった。栗ご飯にするとおいしいかも、、。年毎に沢山取れるようにな

ると思うので楽しみだ。 

 

次男から就職が内定した連絡があった。新梅田のところにある外資系のUホテルらしい。日本料理のコッ

クというか、皿洗いに雇ってもらえたようだ。 

ネットで見てみると朝食なしの一番安い部屋でも 26000円。ランチは 3000円、ディナーが 13000円から

となっていた。大阪に行ったときには一度よってみようと思ったが、貧乏所帯をやりくりしている我が家

としては、敷居がかなり高いようだ、、、。 
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2006/10/06 (金) 02:51 ] 
˂ あめ 微食１2日目 緑肥作物 田助 

「人は食べなくても生きられる」、、。、微食を続けてきた。

体重が二キロ減でそれ以上は下がらないようだ。一日一

食だがまだ量が多すぎるのだろう。不食も無施肥栽培も、

同じように感じてきた。人間か植物かの違いに過ぎない

のでないだろうか、、、。 

 

 

昨日の栗の木の隣の所に咲いていた「田助（でんすけ）」

十年以上もまえに購入した緑肥作物。マメ科の植物で土を肥やす。畑に蒔いて使ったのだが、残った種が

その後忘れたまま残っていて初夏に工場の中を整理したときにでてきたもの。芽が出ないかも知れないが

空き地にまいてみた。 

 

きれいな黄色い花が咲いていた。そういえば「ソルゴー」なんかも蒔いてプラウで鋤きこんだりしたのを

思い出した。大量の有機質の投入が出来て土は随分よくなったのを覚えている。懐かしい緑肥作物、一般

の畑から有機の畑に転換するときによく使ったものだ。 

最近は肥料をまいて土から作物を取ることばかり考えているようで、土を休ませることなど考える人はほ

とんどいないようだ、、、。 
 
 
[ 2006/10/07 (土) 07:52 ] 
˂ くもり 微食 13日目 N社からのお客さまからの声 

 
「人は食べなくても生けていける」山田鷹夫氏の講演を聞いてからまも

なく二週間がたつことになる。体重が 3.6kg減った。体も軽くなった。

二週間で 3.6kg減だと月に 7～8kgになる。二ヶ月で 15kgの体重減と

なる計算で、ちょうど二十歳の時の体重に戻ることが出来る。 

 

 

東京のＮ社からお客様の声がきれいにまとめられて届いた。拝読してみ

るともともと量が少ないので、希望の方全員にはお届け出来ないため会

員制の販売方法になされ、その方々からのコメント集だった。 

みそに対する考えや自分の食生活の話、子供やだんなが今まであまり飲

まなかった味噌汁をおかわりするようになったエピソードなどいろいろと書かれていた。 
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自然栽培または無施肥栽培とも言うが、肥料も農薬もやらず秋場さんの言う「大宇宙のエネルギー」を利

用した方法で栽培された原料の大豆や米。そしてナチュラルシード、自然の種、つまり自家採取した麹菌

を持って作ったみそ。マニア向きのみそだけれどそれを本当に望んでおられる方の声を耳にすると、別に

お金なんて、、、損した得したという経済的な次元のよろこびよりも、もっと高いところで味わう大きな慶

びを感じる、、、。 

こういう方のお話を聞くと、なんか金や命ぐらい、いつでも捨ててもいいというような心境に立ってく

る、、、。 

 

 

業界紙大豆油量日報に八月の売れ筋ランキングが掲載されていた。常連のアイテムが上位を占めていたが、

マルコメの美麻高原蔵のみそは九月から発売されてくるので、来月からの速報が楽しみだ、、、。 
 
[ 2006/10/08 (日) 06:34 ] 
˂ くもり時々あめ 微食 14日 

 人は食べなくても生きていけると聞いて、微食を始めて二週間
がたった。毎朝体重計に乗るのが楽しみ。痩せていくのは楽しい

し、嬉しい。今朝で 3.6kgの減となっている。最近の日記は体重

の話ばかりに偏って、本来のみその話からはちょっと遠ざかって

きている。 

 

毎日一日一食で夕食のときも普通の半分ぐらいの量を標準とし

ている。しかし腹は減る。昨日も午後から無性に腹ぺこぺこで空

腹感をものすごく覚えた。食べてもいいけど、食べなくてもいい

という心境には、まだ道のりは遠いようだ。 

さといらずのいり豆を何粒か食べた。少し食べると空腹感が薄ら

ぎ、力がでてきた。五・六粒の煎り豆だけでも大きなパワーがあることを知った。 

 

昨日会社の飲み会がすし屋さんであった。自分としてはそんなに大食いしたわけではなかったが、朝起き

たら目やにがでていた。桜沢如一の本に、頭のふけ、目やに、耳くそ、鼻くそは食べすぎで小食にすると

でなくなる書いてあったのを思いだした。 

昨日はたべすぎたようだ、、、。 

まっ、いいか、、。楽しい話が一杯あったし、、、。 

 

 

全味弘報が先日とどいた。年初から六月までの統計が載っていた。総務省の家計調査を見ると月平均でみ




